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みんなでつくりあげる小学校 ・ こども園 ・ 放課後児童クラブ【第 1回ワークショップ概要】

はじめに

トピック 1
「らしさ」 ワークショップ ： たくさんの皆様から夢のある素晴らしい意見を頂きました！

開催の挨拶 PHOTO 活動の様子

本日は、第 1期再編小学校等整備事業の基本設計ワーク

ショップにご参加頂きましてありがとうごさいます。

保護者の皆様、地域の皆様の声が、そして地域の特性や想い

の詰まったアイデアが設計者の気づきにつながると思います。

又、それと並行して、先生方・子ども達の意見を反映できる

場も設けています。子ども達、先生方、地域の皆様の意見・

アイデアがしっかりと基本設計に取り込まれて、子ども達に

とっていい学びの場に、先生方にとっても働きやすい環境を

作り上げていきたいと思います。

今回から 3回どうぞ宜しくお願いします。明和町教育委員会

下村教育長

明和町立第 1 期再編小学校等整備事業 基本設計ワークショップ

地 域
の声

町 民
の声

情 報
の声

様々な地区 様々な想い 様々な知見

多様な意見交換により

新たな発見 ・ 新しいアイデアが生まれます

新しい小学校 ・ こども園 ・ 放課後児童クラブ

の設計のヒントにさせていただきます！

”らしさ”ワ－クショップ”らしさ”ワ－クショップ

”使い方”ワ－クショップ

”確認”ワ－クショップ

　ワ－クショップ実施計画

『こんな風に使えたらいいな !!』

　⇒各施設間や地域との豊かな協働が

　　図れる形について話し合います

『みんなの想いが形になった !!』

　⇒みんなの意見が設計にどのように

　　反映されているかを確認します

ワ－クショップのスケジュール

”らしさ”ワ－クショップ
『こんな施設がいいな !!』

　⇒新しい施設に対する、アイデア・

　　想いを話し合います

　 5月
（第1回）

　 6月
（第2回）

　 8月
（第3回）

日時　：　2023年5月13日(土)　13:00～15:00

場所　：　いつきのみや地域交流センター

Agroup 　子どもも大人も地域も皆が気持ち良く過ごせる学校 !

Cgroup 　遊び心のある思いきった学校、イイトコどり !

Bgroup 　オモイをカタチにしたみんなの学校 !!

　笑顔あふれる行きたくなる学校 !Dgroup



テーマ： 

日時 2023 年 6 月 24 日（土）　13 時～ 15 時

場所 中央公民館 大集会場

”使い方ワ－クショップ”『こんな風に使えたらいいな !!』

　ぜひ皆さんで話し合いましょう !!

＜発行・お問合せ＞

明和町 教育委員会事務局 小学校区編制推進室
〒515-0332 三重県多気郡明和町大字馬之上945番地

　　編集・ワ-クショップ運営

　 株式会社　青島設計

次回開催 第2回ワ－クショップ
：

：

＜発行・お問合せ＞

〒515-0332 三重県多気郡明和町大字馬之上945番地

TEL：0596-63-5460　FAX：0596-52-7133
　 株式会社　青島設計

トピック 2
ワークショップの成果について

交流 ： 豊かな交流のある施設づくり 安全 ・ 安心 ： 安全 ・ 安心な施設づくり

楽しみ ： 行きたくなる楽しみのある施設づくり

皆様の声

VOICE1
ワークショップ総括

VOICE2
参加された皆様からのその他の意見 （一部抜粋）

●統合校ならではの交流

●3 用途の連携 ・ 交流

●児童 ・ 園児に寄り添った施設

各地区の文化にふれることができるなど

小学校・こども園・学童の連携など

学年を超えて交流できるスペースなど

●防災対策

●交通安全

●バリアフリー計画

●感染対策

災害時の避難に対応した教室の確保など

通学・送迎時の子どもの安全確保など

バリアフリーを取り入れた施設づくりなど

コロナ等の感染対策に配慮した計画など

●過ごしやすい教育環境　　　　●働きやすい職場環境

●豊かな設備環境の確保　　　　●自然に配慮した施設計画

きれいなトイレなど

新しい設備の充実など 地球温暖化対策を織り込んだ施設計画など

●メモリアル ( 伝統 ・ 歴史継承 )

●明和らしい施設

●地域連携

文化継承の糸口となる施設など

地域のシンボルとなる建物、外観デザインなど

地域に開かれた施設づくり

地域愛 ( らしさ ) ： 地域愛感じる愛着ある施設づくり

教育環境 ： 充実した教育環境のある施設づくり

教職員の休息場所の確保など

●特別教室 ・ 空間の充実

●遊び心のある場の提供

●屋内外の遊び場の充実

本が手軽に手に取りやすい施設など

フレキシブルで自由に使うことの出来る空間など

森があるなど自然を取り入れた遊び場の形成など

皆さんお疲れさまでした。今日出されたご意見には、事前のプロセスで積み上げられてきたことと整合する

部分、しない部分があると思います。それを今後は、設計者の方々はまとめていかなくてはならず、そこで

は整合性からの判断がある点をご理解頂けたらと思います。

ただ、小学校・こども園という施設であることもあって、ベクトルは概ね揃っていたので、幸せだな、と感

じながら楽しく聞かせていただきました。ありがとうございました。

三重大学大学院　准教授 大月先生 (アドバイザー )

□非常に有意義な会でした。KJ 法を使ってやることがとても良いと思いました。とりまとめ宜しくお願いします。

□初めてワークショップに参加し、参考になる意見がたくさんありました。

□いろいろな意見が聞けて大変勉強になりました。地域のつながりを大切に、これからも期待しています。

□地域にそった学校づくりを願っています。

□子ども目線で考えてもらえるようなワークショップを引き続きしてほしいと思います。

□「いつのまにか出来ていた」ではなくて、このように地域を巻き込む事は良い地域作りに繋がると思いました。


